
　５月 16 日から 23 日の期間中、各衛生自
治会の代表者を対象とした環境学習会が開催
され、大崎有機工場（野方）、清掃センター（有
明町）、そおリサイクルセンター（菱田）の
見学を行いました。
　各施設で担当者が説明を行い、生ごみの堆
肥化の仕組みや埋め立て処分場の現状、ごみ
分別が始まったきっかけ、ごみ問題に苦しむ
外国への技術支援について学び、まちの取り
組みについて理解を深めました。
　参加者らは、「生ごみ特有のにおいがなく
て驚いた。」「今では当たり前の分別だけどこ
れからも気を付けたい。」と話しました。

環境学習会で
まちの取り組みを学ぶ

５月 27 日（土）、おおさき食農交流館の
食育事業の一環で、サツマイモの苗の植え付
け体験が行われ、大崎保育園と南光保育園の
園児 40名が参加しました。
はじめに、サツマイモに関するクイズで園

児らに関心を持ってもらい、その後「大きく
育ってね。」と声を掛けながら植え付けが行
われました。
今回植え付けられたサツマイモは、10 月

に収穫・調理を行う収穫祭が予定されていま
す。

園児がサツマイモ苗を植え付け！
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